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面内で試験体ホルダー上端から 5mm の位置に設置することが Annex E で参考として書
かれているが、その理由は明確には示されていない。本研究では、ISO5660 での推奨位
置を含め、試験体上端高さで 1/4 インチまたは 1/2 インチ水平に離れた位置、試験体






さで水平方向に 1/4 インチの位置、最も長くなったのは試験体中央高さで 1/2 インチ
水平方向に離れた位置であった。水平設置での着火時間に最も近いのは、 ISO 5660 
Annex E で推奨されている位置ではなく、試験体上部で試験体加熱側表面からヒータ側

























すと、コーンカロリーメータでは 13～15 W/(m2･K)，着火性試験装置では 6W/(m2･K)であ
った。この結果を利用して、試験結果を定量的に評価し、着火限界熱流束から着火温度
を、加熱強度と着火時間の関係から材料の熱慣性を求めることができるようになった。 












示した。水平設置での着火時間に最も近い口火位置は、ISO 5660 Annex E で推奨されて
いる位置ではなく、試験体上部で試験体加熱側表面からヒータ側へ 1/4 インチ離れた位
置である。 
 
以上のように、本論文は材料の着火性と燃焼性測定方法を定量化し、着火特性値を測
定するための実験として再構成し、試験規格の改定および火災安全設計への適用に必要
な評価法を開発する基盤となるものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくな
い。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２８年２月２４日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
